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日 本天文学会 1957年春季年会

プログ‘ラム

。日時 4月 26日(金)， 27日(土)， 28日(日〉

。場所 東京大学(本郷)および国立科学博物館(上野)

午前|午後|夜
(9時より) I く1時半より) I (5時より) ) 

26 同|研究発表|研究発表|懇親会 i
口 I (理学部2号館) I (理学部2号館) I (山上会議所〉

27 同 1 研究発表及総会!研究発表!シンポジゥム
ロ I (理学部2号館) I (理学部2号揺) (理学部 1号館勺

I I公開講演 |28 日 I~$'I ~ J..-s' UJ.t. ~(jt-t I 
| I (科学博物館)

骨位置天文学シンポジゥム 1号館 110号室

天体物理学シンポジゥム 1号館 174号室



第 1日

亡午前コ (9時より〕

4月 26日(金〉

分
1.伊藤精二: 日本天文研究会々員による 1956年の掩蔽観測0...0.........0.5 

2.飯島重孝，大域義名(東京天文台): WWVH設のドップラー受信・・・・・・ 7

3.飯島重孝，岡崎清市，加藤亀三郎(東京天文台):地殻潮汐の
時刻観測に及ぼす影響・・・....0....' 0" 0 o' 0..0 0..'.... 0.'....0....' 7 

4. 角田忠一(緯度観測所): 報時受信波形の電離屑反射による影響・・・・・・・・・・10

5. 安田春雄(東京天文台): 三鷹天頂帯恒星の赤経 cn)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
6. 虎尾正久 C H ): 天頂星々 系につし、て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
7.坪川家恒，祖原毅，北郷俊郎(地理調査所): ETDによる

定高度観測について・........................ •..• ................ .........・・・・・10

8.坪川家恒，原田健久，辻日吉治郎 C 11 ):  ETD付子午儀による
天文学的経緯度と方位角の決定にっし、て・............. ...............・・・・・・・10

9.村上官、敬，荒木宏司(広島大学):獅子座流星群流星体の
分布構造について・・'.............. ...... ............... ..... ...........・・・-.・10

10. 堀額一郎〈東大理): 木星第九衛星の運動 (n)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘ ..0 - 7 
11.関口直甫(東京天文台): 地球の始原自転速度について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

と午後J (1時半より)

12. 弓 滋(緯度観測所): 緯度の日変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.''0._... 7 

13.高 木 重 次 c " ) : 水沢における経度変化(工)" _.0...・・・・・ 0:-10 

14. " ( " ): 水沢の時刻観測から求められた
二三の結果について・.-........... .................................. .......・・・・ -10

15.服部忠彦( " ): 水沢の緯度観測から求めた章動常数・・・・・・・・・・ 5
16. 池田徹郎， 須川 力 c，，): 南半球のZ項 (工〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

17. 江本祐治: 高速度星の運動について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
18.菊池定衛門(東北大理): 恒星のケプラー運動軌道要素の分布について・・・・10
19.鏑木政岐(東大理): 銀河回転と歳差常数 (m). _..'...0...:・・・・・・・・・・・ 5

20.高瀬文志郎(東京天文台): アンドロメダ星雲の質量光度比分布 (n)・・・・10
21.成相秀一，上野義夫(広島大理論物理研): マッハ原理と相対論・・・・・・・・・・10
22.荒木佐馬(京大理): 負の質量について.........._... ..........・ ...'0._.... o '  .10 

〔夜J(5時半より) 懇親会

: 評議員会:26日正午より，赤門前白十字にて，評議員の方はもれな ; 

く御参集下さい.

j 新旧合同理事会: 27日正午より，赤門前白十字にて，新旧理事，支部理事 : 

の方は全員御参集下さい.
tffrJffJf/Jd ， JJJJJJぜん~ .... '" /'.... ~ "" _..-.I ~ ... r I I ー.#"__ 1 1"〆". "'." /../"./一一戸......rr~J



第 2 日 4月 27日(土〉

E午前コ (9時より〉
分

23.斎藤国治， 田中幸明〈東京天文台): 極域白斑群の特性・・・・・・・・・.........7 
24.斎藤国治(東京天文台): 極小型コロナの特性・・・・・................ ..•.. 7 

25.辻村民之，高橋敷(生駒山太陽観測所): フレーアの光度曲線ほか
二三の問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ...............................7

26.堀井政三，山崎恭弘( " ): Can羊王症の分類とコロナ温度との関保・・・ .10
27. 牧田 貢(東大理): 磁場の対流禁止効果・・・・・・・・・・・・・・・.'"..........・・・・・・ 7

28. Jlf[コ市郎(京大理): 彩層における車外幅射場について e ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

29.赤羽賢司(東京天文台): 地球観測年用 9000Mc太陽電被受信装tT1...・・・ 5

30.鈴木重雅(東京天文台): 位相切換式多相電波干渉計について・・・・・・・・-・・・ 5
31.鈴木重雅 f東京天文台)，森本雅樹(東大理):位相切換式多相電被

干渉計による観測結果について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

32.柿沼正二，豊田耕一〈京大理): フレーアとラジオアウトパースト・・・・・・・・ 7
33.高倉達雄(東京天文台); ノイズストームの被形の低周波スペクトル・‘・ e ・.10

34.河鰭公昭(東京天文台)，近藤一郎，村上一昭(科研): 宇宙線

異常増加について・・・・・.................ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・一 7 

通常総会(午前の発表に引続き開催， fi国序は次頁参照〉

仁午種J(1時半より)

35.高窪啓弥，佐藤直宜(東北大理): 仙台における光電測光装置について・・・・ 7

36. 北村正利(東京天文台): 小惑星の色の測光について..・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

37.宮本正太郎(京大理): 火星大気温度と水蒸気について・・ー-ー・・・・・・・・・・・・・ 7
38. 川畑周作(京大理): αHerculisの大気について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

39. 斎藤澄三郎( " ): 0 型星のモデル大気 (ll)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
40.近藤雅之(東大理): 弱し、吸収線をもっこつの星のスペクトル・・・・・・・・・・・・ 7
41.藤田良雄，山下泰正，西村史朗(東大理): 数個の低温度星の

スペクトルについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

42.上野季夫(京大理): 確率論的方法による輸達方程式の解について (n)・・ 7

43. 高窪啓弥(東北大理): 南天銀河の偏光:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
44.大崎徹，矢田文太(京大理): HI領域を伴う

銀河星雲の輯射場について・.....................-....................・・・・・・・・ .10

45.一柳寿一，須田和男(東北大理):等温核と対流平衡の

中間層を有する星のモデル (n) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

E夜コ (5時半より〉 タンポジゥム

位置天文学 天文時の精密国際比較・・・・・・・・・・・・・・・・飯島 重孝(東京天文台〉

基準座標系の力学的考察・・・・・・・・・・・・・・青木 信仰(東大理学部〉

「大沢清輝〈東京天文台〉
天体物理学高温度星の研究.. . . . . . . . . . . . . . . . . • . ~斎藤澄三郎(京大理学部〉

L大木俊夫〈東北大理学部〉



(日〉日月 284 日第 3

古畑正秋氏

藤田良雄氏

公開講演(午後1時半より，科学博物館後援)

。極光と夜光............................."'....，.. "'....東京天文台。74インチ望遠鏡の誕生 ・・・・・ ...........oo......，......東大理学部

通 常 総 会 順 序

。開会

。昭和 31年度会話報告の件

。昭和 31年度会計報告の件

。定款変更の件

①欝5条本会の発苛物の中(日本天文学会要報)を削除.

②第 四 条 通 常 会員入金規定の中〈会員 1名c紹介を以って)を削除.

③第 15~畏特別会員入金規定の中(全員 2 名の紹介)を〈特別会員 2 名)に改
める.

第四条理事定員の中(理事6名以内)を(理事12名以内〉に， (支部理事

15名以内〉を(支部理事 20名以内〉に改める.

第 30条評議員会開憧規定の中〈定期に毎年春秋2回之を聞いて)を(毎年

1匝1春季に之を聞いて〉に改める.

。理事長副理事長改選D 件

去る 3月 25日開催された評議員会において，後任の理事長として野附誠夫君，副

理事長として中野三郎君，一柳寿一君が推薦されております.

。新理事長挨拶および新理事目指名

。本会功労賞〔仮称〉贈呈の件

昭和 31年 1月2日和よび 12月 29日の 2匝Iにわたり，周期葺星D 回帰を世界

で最初に発見した富田弘一郎君に対 L，定款事 6奈の規定により，記念品を贈呈し

て表彰したu、し評議員会で議決されました.

。その他

。閉会

! 東 京 大学

o国電お茶の水駅または上野駅よ P東大帯内行スクールパスで病院前ま

| たは終点下車.

。お茶の水駅より志村橋行または荒川土手行パスで赤門前または正門前

i 0都電日本橋一神田駅ー王子駅線で赤門前または正門前.

。都宮臨精一御徒町駅一早稲田操又は錦糸堀一御徒町駅一大塚駅綜で春

木町.

0地下鉄丸の内椋で本郷三丁目.

科学博物 館
国電上野駅公園口より下車，線路ぞいに北へ約 2丁.なお表玄関から入

ると料金がu、りますから，事活館入口(学士院側)かbお入り下さか.

④ 

@ 

会
場
安
通
案
内




